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本研究にて設定した課題は戦時期の朝鮮で行わ
れた食糧供出の実態を明らかにするということで
ある．そのため，朝鮮の農村で行われた食糧の供
出の事例を検討し，特に供出がどのような結果を
もたらしたかという部分に注目する．
本稿では 4章立てとして， 1 章から 3章までは
食糧統制政策と供出政策の展開について述べて，
供出が行われた背景などを確認し，4 章では供出
に関する事例を検討する．
１章では，食糧統制が開始された1939～40年ま
での食糧統制政策展開や流通機構について確認す
る．
朝鮮における食糧統制は 1939 年の大旱害を契
機として開始される．当初は旱害に伴う米価高騰
対策のための臨時措置であったが，朝鮮米穀配給
調整法などが実施され，次第に戦時食糧需要に対
応するものへと移行していった．
第 2章では供出が本格的に開始された1941年か
ら，1943年までの食糧対策要綱の供出に関わる部
分を中心に紹介している．
供出が本格的に開始されたのは 1941 年米穀年
度からであった．この時は過剰道から，過剰分の
供出をなし，日本への移出，朝鮮内の配給などに
充てられた．供出は漸次強化され，43年には，全
ての農民に対して自家保有米を除いた全ての米穀
の供出が求められた．「部落共同責任制」も実施さ
れ，供出を部落全体の連帯責任とし，農民がお互
いを監視させることを図った．また，農民に希望
と明朗性を持ち，増産に励むよう「事前割当制」
も43年産米から実施された．
第 3章は 1943 年から終戦までの食糧供出に関
わる政策の展開を扱っている．1943年 8 月，食糧
管理令が発布され，国家による食糧管理に法的根
拠が付与され，主要食糧が一元的に国家管理下に
置かれた．
1944年には，農業生産責任制と報奨制，そして，
供出成績優秀な部落に優先配給や特配を行うとし
た．しかし，供出割当量が過大であるため，これ
らの制度は農民の供出促進に貢献しなかった．
1945 年，事前割当制と農業責任制も継続され，
供出割当数量も生産可能な量を割当てるとした．
　 4章では供出に関する事例について検討を行っ
た．食糧政策，供出政策が展開されていく中で，
供出の現場では，供出数量の過剰割当や追加供出
が行われ，家宅捜索といった強制力をもって食糧
を取り上げた．農民も自身が生き延びるために知
恵を絞り，供出の回避を試みた．
このような過酷な供出が行われ，食料状況は逼
迫した．これが治安に影響を与え，農民間に厭農
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思想が広がり，離農を促した．結果として，食糧
の供出は農村の食糧不足の主な原因の 1つとな
り，戦時期の朝鮮で最も忌み嫌われたのであっ
た．
本研究における課題として 3つある．
　 1つ目に，食糧供出は戦時期に農民から大きく
不評を買った一方で，供出が存在したため，配給
が行え，凶作による食糧不足の農村の全滅を防い
た例もあり，そういった側面も検討できればよ
かった．それによって，食糧供出が戦時期に癌を
なしたといった一元的な認識から脱し，戦時期に
おける供出及び食糧統制に関して俯瞰的に理解で
きる．
　 2つ目に，戦時期の食糧政策の目標として「増
産」と「供出」があるが，本稿では，「増産」にほ
ぼ触れなかった．「供出」だけでなく「増産」につ
いて知ることで，食糧政策の全体像が把握でき，
農民の生活について理解する事にも繫がる．
　 3つ目に筆者の怠慢故，戦時期朝鮮の前後の時
期であったり，戦時期における朝鮮以外の国の状
況といった周辺知識が不足し，視野の狭い状態で
本稿の執筆が開始された．そのため，事例検討の
所では，各々の事例に対して，幅広い知識をもっ
て解釈や補足的な説明を加えられず，単なる事例
紹介に留まってしまった．
以上のように 3つの課題を踏まえ，機会があれ
ば，食糧政策や食糧の供出を植民地朝鮮の歴史の
中から検討できるようにしていきたい．
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